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富士見市印鑑条例改正の要旨 

 

１ 制定趣旨 

 成年被後見人の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の

整備に関する法律（令和元年第３７号）が施行されたことを受け、成年被後

見人の印鑑の登録資格に係る排除規定の見直しを行う必要が生じたため、富

士見市印鑑条例の一部を改正するもの。 

 

２ 改正内容 

(1) 第３条（登録資格） 

・第２項第２号「成年被後見人」を「意思能力を有しない者（前号に掲 

げる者を除く。）」に改める。 

(2) 第１５条（印鑑登録の抹消） 

・第２項中の第４号の次に「（後見開始の審判を受けたときを除く。）」 

を加える。 

 

３ 施行日 

公布の日から施行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
富士見市印鑑条例（昭和４９年条例第３７号）新旧対照表 

新 旧 

（登録資格） （登録資格） 

第３条 市内に住所を有し、住民基本台帳法（昭和４２年法律第８１

号。以下「法」という。）により記録されている者は、一人１個に限

り、印鑑の登録を受けることができる。 

第３条 市内に住所を有し、住民基本台帳法（昭和４２年法律第８１

号。以下「法」という。）により記録されている者は、一人１個に限

り、印鑑の登録を受けることができる。 

２ 前項の規定にかかわらず、次の者については、印鑑の登

録を受けることができない。 

２ 前項の規定にかかわらず、次の者については、印鑑の登

録を受けることができない。 

（１） （略） （１） （略）

（２） 意思能力を有しない者（前号に掲げる者を除く。） （２） 成年被後見人

（印鑑登録の抹消） （印鑑登録の抹消） 

第１５条 市長は、印鑑登録者が次の各号のいずれかに該当する場合

は、当該印鑑の登録を抹消しなければならない。 

第１５条 市長は、印鑑登録者が次の各号のいずれかに該当する場合

は、当該印鑑の登録を抹消しなければならない。 

（１）～（７） （略） （１）～（７） （略） 

２ 市長は、前項の規定により印鑑の登録を抹消したとき

は、当該印鑑の登録を受けていた者にその旨を通知するも

のとする。ただし、その者が前項第３号、第４号（後見開

始の審判を受けたときを除く。）又は第６号の規定に該当

する場合その他市長が通知をすることを要しないと認める

ときは、この限りでない。 

２ 市長は、前項の規定により印鑑の登録を抹消したとき

は、当該印鑑の登録を受けていた者にその旨を通知するも

のとする。ただし、その者が前項第３号、第４号

    又は第６号の規定に該当する場合その他市長が通知を

することを要しないと認めるときは、この限りでない。 
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